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１．取組方針改定の考え方

【現状】

 令和２年度に、取組方針策定時の当初対象期間とした概ね５年が経過した。

 令和３年度出水期前の協議会で、次の５年間（令和３年度～令和７年度）の方針について提案した。

 一方、「大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策のあり方について（答申）」を踏まえた水防災意識社会の再
構築に向けた緊急行動計画の取組について（R1.5.13）から小瀬川に取り込まれていない取組項目がある。

 さらに、令和元年東日本台風（台風１９号）や令和２年７月九州豪雨による災害を受け、新たな取組を実施し
ている他河川がある。

【取組方針改定の考え方】

 取組項目において、令和２年度までに完了した項目は、取組表から削除し、現状と課題の「現状」欄に取
組状況を記載する方針とする。

 意見照会において出された、新たに取り組むべき項目を取組方針へ追加する。

 新型コロナウィルス対策が十分に必要な活動について、コメントを追記する。

 緊急行動計画（R1.5.13）から小瀬川に取り込まれていない項目をピックアップし、取組方針へ追加する。

 令和元年東日本台風（台風１９号）や令和２年７月九州豪雨による災害を受けて出された、他河川の新たな
取組を取組方針へ追加する。

上記について、追加の可否について、事務局会議、幹事会で意見照会を行った。
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２．取組方針に追加する取組項目

取組項目 目標時期 取組機関（略称） 備考

樋門・樋管等の施設の確実な運用体制の確保 順次実施中 県、国 緊急行動計画より

水害リスクラインを活用した水位予測及び洪水予報等の情報発信 順次実施中 国 他河川事例より

マイタイムライン等の作成促進 順次実施中 協議会全体 他河川事例より

マスメディアと連携した情報発信 順次実施中 国 他河川事例より

自主防災組織の育成や活動支援、連携強化 順次実施中 市、町、県 他河川事例より


